
令和８年度 第１回磐田市多文化共生社会推進協議会 摘録 

日  時 令和８年６月１日（月）午後２時 30 分～午後４時 30 分 

場  所 磐田市役所 本庁舎１階 第１会議室 

出席委員 
佐伯会長、藤原委員、茂田委員、平野委員、松下委員、相川委員、 

鈴木裕委員、榛葉委員、鈴木佐委員、リン委員 

事 務 局 自治デザイン課長、共生社会推進グループ長、担当職員２名 

オブザーバー 

多文化交流センター「こんにちは！」 センター長 1 名 

磐田国際交流協会 ２名 

磐田市教育委員会児童生徒支援課 １名 

 

［会議内容］ 

１  開会 

２  会長あいさつ 

３  報告事項 

⑴ 令和７年度プランの取組み結果について                   資料１ 

⑵ 令和８年度プランの取組み計画について           資料２ 

⑶ 第５次多文化共生推進プランの策定スケジュールについて    資料３ 

４  協議事項 

⑴ 第５次多文化共生推進プランの骨子案について            資料 4 

５  閉会 

 

  



[会議概要摘録] 

１  報告事項における主な意見 

⑴ 令和７年度プランの取組み結果について 

・初期支援教室は日本語が全く話せなかったとしても、条件を満たせなければ、入ること

ができない。そのような児童は通常学級にそのまま入らざるを得ない状況で、すべての

外国につながる児童生徒が支援を受けられているわけではない。 

⑵ 令和８年度プランの取組み計画について 

  ・幼稚園、保育園は、地区にもよるが、外国籍の園児数は増えていて、多国籍化、言語の

多様化している。地区や園によって、国籍の割合の特徴は異なる。 

   ・他自治体の取組みと比較して磐田市に不足している部分は参考にするべきだと考える。 

   ・やさしい日本語ではなくて、生成 AI で作った正しい日本語を基に、AI 翻訳や撮影して

翻訳するなど、対応すればいいのではないか。発想の転換が必要である。 

   ・生成 AI 等を活用して、将来見込まれる帯同家族の受入態勢を作っていくことが全国の

教育現場の課題である。先進的な取組をするのであれば、５年間かけて準備が必要。 

⑶ 第５次多文化共生推進プランの策定スケジュールについて 

     

２  協議事項における主な意見 

⑴ 第５次多文化共生推進プランの骨子案について 

・外国人は、長期滞在、短期滞在など様々な目的で来日している。各対象者に合わせてア

レンジしていくべきだと考える。外国籍の保護者の教育制度の理解促進が必要。 

  ・高校進学は、初期費用で断念する生徒もいる。学力だけでなく経済的な費用についても

進路指導が必要である。 

  ・外国籍の保護者の教育も必要である。日本にいるなら、こどもが苦労しないように、親が

努力しなければならない。SNS を活用して、情報発信を増やすことも一つの手である。 

・近隣市では、教育委員会と連携して、外国人親子向け進路説明会を実施した。教育制度

の説明や進学にどのような準備や資金が必要か、奨学金制度など、多言語で説明した。

こどもが幼い段階で、企業などと共同でオリエンテーションをするのは有効。 

  ・自治会活動でも AI 活用に積極的な人と全く関心のない人とではギャップがある。 

・環境の変化が目まぐるしい。現在のプランを策定したときから、議論内容も全く変わって

きている。学校教育についても、走りながら考える必要があると感じる。 

・生まれたときから、成人になるまでトータルで考えていく視点があるとよい。 

・教育現場の予算確保が必要。課題を明確にしておくべきだと考える。学校現場の外国人

受け入れに対する支援方法などが、次のプランの論点になると考える。 

・在留資格の厳格化で不安を感じている外国人も多い。安心して暮らせる環境づくりとし

てサポートが必要ではないか。 


